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あいホールディングス株式会社
証券コード：3076

2023年6月期(第17期) 第1四半期
決算説明資料
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2023年6月期(第17期)第1四半期連結実績

（百万円）
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101.3％
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主要事業会社と事業内容

セキュリティ機器

カード機器

鉄骨CADシステム

情報機器

計測機器

耐震診断、構造設計

㈱ドッドウエル ビー・エム・エス

グラフテック㈱

脱炭素システム
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単位：百万円
（百万円未満切り捨て）

’21/6
第１Q累計

’22/6
第１Q累計

’23/6
第１Q累計

前年比

セキュリティ機器 1,300 1,515 1,435 94.7％

カード機器及びその他事務用機器 151 177 155 87.6％

情報機器 830 766 484 63.2％

設 計 3 4 19 400.3％

その他
（脱炭素システム含む） -72 70 137 195.8％

調整額 8 -9 26 －

連 結 2,221 2,525 2,259 89.5％

主要セグメントの営業利益

主力のセキュリティ機器は、前年第1四半期に集中していた賃貸マンション向けリプレース案件が減少し
たことにより、前年対比は減益となる。情報機器は、継続している半導体不足と欧米の景気減速が影響。
一方、脱炭素システム事業は順調に立ち上がり、今期末に向け更なる利益貢献を見込む。
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売上高
3,165 

3,654 
3,461 

営業利益
1,300 

1,515 1,435 

'21/6第1Q累計 '22/6第1Q累計 '23/6第1Q累計

セキュリティ機器事業

概況

・マンション向けは、前年第1四半期に集中していた賃貸向けリプレース案件の減少により
前期比で減益となるが、新規、更新とも堅調に推移。

・一般法人向けは、コロナ影響で減少していた大型案件が戻りつつあり増益。

94.7％

（百万円）
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売上高
974 1,017 

701 

営業利益
151 

177 155 

'21/6第1Q累計 '22/6第1Q累計 '23/6第1Q累計

カード機器及びその他事務用機器事業

概況

・海外NBSテクノロジーズの売却に伴い、売上高が減少。

・国内の病院向けカード機器事業及び鉄骨CAD事業は引き続き堅調に推移。

87.6％

（百万円）
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売上高
4,613 4,484 

3,886 

営業利益
830 766 

484 

'21/6第1Q累計 '22/6第1Q累計 '23/6第1Q累計

情報機器事業

概況

・個人向けカッティングマシン事業は、半導体不足、物流費の高騰、欧米の景気減速の影響
により減益となる。

・業務用カッティングマシンも、半導体不足及び欧米の景気減速の影響により減益。

63.2％

（百万円）
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・第1四半期は、半導体不足、物流費の高騰及び欧米の景気減速の影響を受け減益となる。

・足元は前期比プラスで推移しており、第2四半期以降に回復を見込む。

9,468 
8,529 

6,344 

1,866 
1,313 

707 

7月 8月 9月

（×1000US$）

72.1％

22/6第1Q 23/6第1Q

月次推移比較

第1Q累計

Silhouette社の実績

売上高

営業利益

売上高

営業利益

概況
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売上高
952 

896 

1,056 

営業利益
3 4 

19 

'21/6第1Q累計 '22/6第1Q累計 '23/6第1Q累計

設計事業

概況

400.3％

・新型コロナウイルスの影響で減速していた建設需要も戻り、増益となる。

（百万円）
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資産 の部
2022年
6月30日

2022年
9月30日 負債 の部

2022年
6月30日

2022年
9月30日

流動資産

・現金及び預金

・受取手形、売掛金

及び契約資産

・リース投資資産

・商品及び製品

・その他

固定資産

・有形固定資産

・無形固定資産

・投資その他資産

流動負債

・支払手形及び買掛金

・リース債務

・未払法人税等

・その他

固定負債

負債合計

株主資本

・自己株式

純 資 産の部

（単位：百万円）

連結貸借対照表（2022年9月30日現在）
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10,457
3,951
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4,217

3,623 3,443

14,081 13,594

1,984 2,221

61,337

75,867

62,272

75,418負債・純資産合計資産合計

純資産合計

その他の包括利益累計額

10,150

4,363

433

327

5,025

59,270

△4,704

59,799

△4,705

Ｂ/Ｓ重視、堅実経営

●自己資本比率：81.7% ●無借金経営 ●自己株式：9,230,127株

●配当：60円→75円（2023年6月期）15円増配
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新規事業「脱炭素システム事業」

「脱炭素システム事業」とは…業務用エアコンの運転を自動制御することで、電力基本料金及び電力
使用量を削減する当社開発システム「Ai-Glies（アイグリーズ）」の製造販売を行う事業です。
https://www.dodwellbms.co.jp/product/demand/

・電気料金の高騰・脱炭素の流れから売上、受注とも急拡大中。

・全国規模の小売、飲食等のチェーンで採用。自治体でも実績。

・新電力等の新規代理店も続々と販売開始し、更に販路が拡大。

第1Qで売上+受注 5億円に迫る好進捗！

通期目標 10億円でスタート

https://www.dodwellbms.co.jp/product/demand/
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「脱炭素システム事業」とは

業務用エアコンを自動制御し、電力基本料金と電力使用量の両方を削減する省エネ
ソリューションで、クラウド上でCO₂の削減量を可視化もできるシステムです。
前期より新規事業としてスタートし、防犯カメラ、診察券発行機、計測機器といっ
た既存商材の販路を活用して新たな事業の柱とすべく注力しております。

①外気温度・湿度に連動して快適温度を制御

②無線通信（工事費の大幅削減）

③ソーラー給電（電源工事不要）

④空調以外の電力全てのCO₂値測定可能

⑤クラウドで遠隔設定

システムの特徴

※10月26日～28日
にポートメッセ名古
屋で開催されたグ
リーンファクトリー
EXPOでは、延べ693
社のお客様に来訪い
ただきました。

市場の裾野が拡大中

店舗、病院、介護施設、タワーマンション、
工場、法人ビル、金融機関、自治体等…

展示会の出展も大反響
（グリーンファクトリーEXPO 名古屋 10/26～10/28）
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本資料は情報提供を目的としており、本資料の内容に関し如何なる保証もす
るものではありません。
記載されている情報は掲載した時点での情報であり、記載時点以降に変更さ
れる場合がありますことを予めご承知置き願います。

本資料に関するお問合せ先

管理本部 広報室
TEL 03-3249-6335

E-mail ir-contact@aiholdings.co.jp

ご留意事項


